
現　　　　　　状 課　　　　題 ・第３次計画の上位計画である第６次広島市基本計
画において、「性と生殖に関する健康と権利の考え
方の浸透と生涯を通じた女性の健康の保持増進対策
等の推進」が基本方針に盛り込まれている。

・条例の基本理念の一つに性と生殖に関する健康に
関し、男女の人権が尊重されることが掲げられてい
る。

・国の第５次男女共同参画基本計画骨子（案）にお
いても、強調する視点として、人生100年時代を見据
えて男女が健康な生活を実現することが明記されて
おり、「生涯を通じた女性の健康支援」が政策分野
の一つとなっている。

・受診率向上のため、受診勧奨の拡大が必要であ
る。

  【子宮がん検診受診率を上げる】

  【乳がん検診受診率を上げる】

　
　受診率向上のための取組として、胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がんの5つのがん検診の受診券をチケット形式にしてまとめて対象者へ送付し、集団検診にお
ける5つのがん検診と特定健康診査を同時に実施するとともに、子宮頸がん検診・乳がん検診の無料クーポン券を、対象年齢の女性にそれぞれ交付した。また、待ち時間の短
縮を図るため、集団検診の子宮頸がん検診・乳がん検診について、電話に加えてインターネットでの予約受付を実施したほか、休日検診やショッピングセンターでの集団検
診を行った。
　平成28年国民生活基礎調査によると、子宮がん検診受診率は、前回調査(平成25年度)よりも減少して42.2％、乳がん検診受診率は、前回調査よりも減少して42.5％とな
り、いずれも最終目標値50.0％の達成には至っていない。

　【健康寿命を延ばす】

　広島市健康づくり計画「元気じゃけんひろしま21（第2次）」において、健康寿命の延伸を目標として掲げ、「生活習慣病の発症予防と重症化予防」「ライフステージに応
じた健康づくり」「社会全体で健康を支え守るための社会環境の整備」の基本方針ごとに掲げている目標達成に向け、健康づくりの基本要素である「栄養・食生活」「身体
活動・運動」「休養・メンタルヘルス」「喫煙」「飲酒」「歯と口の健康」の6つの分野に関して、各区の保健センター等で実施する健康教育等の事業の開催を通じ、個人の
生活習慣の改善等に取り組んだ。また、市民一人一人が生涯を通じて健康づくりに取り組めるよう、関係機関・関係団体等で構成する「元気じゃけんひろしま21（第2次）推
進会議」を開催し、健康づくりに関する情報を共有し連携を図りながら市民の健康づくりを推進した。
　平成28年の健康寿命によると、平成24年よりも男女ともに健康寿命が延伸している。

・平均寿命が延びている中で、単に寿命が延びる
だけでなく、健康上の問題で日常生活が制限され
ることなく生活できる期間である健康寿命が延び
ることが重要である。

　【成人男女の喫煙率を下げる】

　各区の保健センターで実施する喫煙対策推進事業や母子保健事業の中で、喫煙及び受動喫煙による健康被害の周知を図るとともに、母子健康手帳交付時に喫煙している妊
婦に対してパンフレットを配布し、禁煙指導を行った。また、大学・専修学校等と連携して、将来の喫煙習慣につながりやすい大学生等を対象とした喫煙防止教育を行っ
た。受動喫煙防止対策についても、「広島市受動喫煙防止対策ガイドライン（施設版）」を飲食店等に配布し周知するとともに、市所管施設における受動喫煙防止状況調査
を実施した。
　平成29年度市民健康づくり生活習慣調査によると、本市の喫煙率は成人男性26.7％、成人女性7.3％であり、平成23年度調査と比較して成人女子で0.2ポイント増加し、成
人男性で0.2ポイント減少している。

・妊娠、出産を担う女性への喫煙による健康影響
について正しい知識の普及啓発が必要である。

・早い時期からの喫煙防止教育が重要である。

２　性と生殖に関する健康と権利の浸透

⑴ 啓発の推進

　健康づくりに関する市民への意識啓発等による働きか
けを継続し、生涯を通じた男女の健康の保持増進に引き
続き取り組む必要がある。

第３次基本計画における
継続的な取組の必要性

●第６次広島市基本計画
【文化が息づき豊かな人間性を育むまち】
　第４章　多様な市民が生き生きと暮らせるまちづくり
　　第１節　高齢者や女性を始め全ての市民の意欲と能力
　　　　　　 が発揮できる環境づくりの推進
　　　第２項　男女が共に活躍できる社会の実現
 
 ≪基本方針≫
３　女性に対するあらゆる暴力の根絶と男女の人権尊重
　　　性と生殖に関する健康と権利の考え方の浸透と生涯
　　を通じた女性の健康の保持増進対策等の推進を図る。

●第５次男女共同参画基本計画骨子（案）（内閣府）

Ⅱ 安全・安心な暮らしの実現
　第７分野 生涯を通じた女性の健康支援
　　 １　生涯にわたる男女の健康の包括的な支援
　

妊娠・出産期の健康の保持増進のた
めの支援

⑶
更年期・高齢期の健康の保持増進の
ための支援

⑷ 性差医療の推進

３　健康を脅かす問題についての対策の
　　推進

課題への対応

第２次基本計画の現状と課題の整理及び第３次基本計画策定に向けた施策の方向性の検討

基本施策
施策目標の指標と推進状況 アンケート調査結果 広島市及び国の基本計画等

具体的施策

⑵ 相談しやすい体制の整備

⑴ 正しい知識の普及・啓発の推進

１　生涯を通じた男女の健康の保持増進
　　対策の推進

⑴
思春期の健康の保持増進のための支
援

⑵

Ⅱ 安心・安全な暮らしの実現

【説明】

直近の実績がないため、各目標に対する評価は行わない。

（※指標のいずれについても、広島市健康づくり計画「元気じゃけん広島21（第2次）」の目標数値に合わせて設定しているが、年次目標値は設けていない。）

基本目標６ 生涯を通じた女性の健康

重点

第３次基本計画においても、生涯を通じ

た男女の健康について具体的な施策展開を

行っていくこととする。

継続的な取組が必要である。

重点

計画変更時
（H26年度）

①

現　状
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③
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④

 Ⅱ　安心・安全な暮らしの実現　

　基本目標6　生涯を通じた女性の健康支援

1 子宮がん検診の受診率を上げる ％ 45.1
(H25年度)

42.2
(H28年度)

― 50.0
（R2年度）

2 乳がん検診の受診率を上げる ％ 44.3
（H25年度）

42.5
（H28年度）

― 50.0
（R2年度）

3 健康寿命を延ばす
年

女性
男性

72.19
69.96

（H24年）

72.58
72.19

（H28年）

―
健康寿命の

延伸

4 成人男女の喫煙率を下げる
％

女性
男性

7.1
26.9

（H23年度）

7.3
26.7

（H29年度）

―
喫煙率の
減少

施策の目標（指標） 単位

実　　　績 目　　　標

重点

重点


